
3A02 
CPS実現に向けた設計部門と 
製造部門のデータ連携 

一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ 

旭硝子(株)  大井 鋼一郎（ファシリテーター） 
パナソニック（株）  吉田 寛子(エディタ) 
(株)日立ソリューションズ 森口 昭(エディタ) 
ソニーGM&O（株）  相川 守 
ＣＫＤ（株）  中井 範匡 
富士電機(株)  竹内 正樹 
アビームコンサルティング（株） 伊藤 崇利 
日本ダイレックス（株） 鵜川 肇 

ＩＶＩ公開シンポジウム – Autumn - 

AAC(株)    倉永 鉄矢 
（株）エコノサポート   吉村 正平 
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問題発見：新商品(少量多品種) 
製造コストの早期算出 
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設計と製造間
の調整を行う 
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ＡＳ－ＩＳ：製造技術の負荷増大 
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製造実績のデジタル化によって 
自社の強みが見えるようになる 
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